





















































死者が出る事態となっていた （ 3 ）。ＳＡＲＳの
病原菌は中国から持ち込まれたものであるとす
る分析が公表されており，それが台湾社会の一






















































　そうしたなか，2003年 7 月 5 日，ＷＨＯは台
























































































政治問題として微妙な課題であり続け （ 9 ），馬
英九国民党政権下で工事は進められたが，2014
年 4 月にも街頭での大規模な反対運動があり，
これらを受け，馬英九は2014年 4 月，第 4 原発
の建設凍結を発表した。正式に2015年 7 月から


















































































































































































































































































































































扁が 5 月20日から 2 期目の総裁に就任すること
が法的に確定した。
　なお，国民投票の結果は以下の通りである





















第 2 案とも国民投票は不成立となった （21）。









































【第 1 回】2004年 3 月20日　総統選挙と同日に実施された国民投票の結果
有権者数 投票人数 投票率 同意（賛成）票 不同意（反対）票 同意率 可否
第 1 案 16,497,746 7,452,340 45.17％ 6,511,216票   581,413票 91.80％ 否（不成立）
第 2 案 16,497,746 7,444,248 45.12％ 6,319,663票   545,911票 92.05％ 否（不成立）
【第 2 回】2008年 1 月12日　立法委員総選挙と同日に実施された国民投票の結果
有権者数 投票人数 投票率 同意（賛成）票 不同意（反対）票 同意率 可否
第 3 案 17,277,720 4,550,881 26.34％ 3,891,170票   363,494票 91.46％ 否（不成立）
第 4 案 17,277,720 4,505,927 26.08％ 2,304,136票 1,656,890票 58.17％ 否（不成立）
【第 3 回】2008年 3 月22日　総統選挙と同日に実施された国民投票の結果
有権者数 投票人数 投票率 同意（賛成）票 不同意（反対）票 同意率 可否
第 5 案 17,313,854 6,201,677 36.82％ 5,529,230票   352,359票 94.01％ 否（不成立）















を目標に第 2 段階の署名集めが開始された （28）。
それからおよそ半年にわたり署名活動が行わ





進党案が第 3 案として 9 月14日に，また，国民
党案は第 4 案として 10月26日に成立した （30）。
こうしてこの 2 案は，翌年，2008年 1 月投票の
立法院総選挙と同日で投票が行われることに
なったのである。
（ ４）立法委員総選挙と第 ３ 案，第 ４ 案の国民
投票実施
　2008年 1 月12日に行われた立法委員選挙は，



























































































　2008年 2 月 1 日，中央選挙委員会は，民進党
系の「入連案」を第 5 案，国民党の「返連案」












































































　 1 回目の国民投票は，2004年 3 月の総統選挙





挙と 3 月の総統選挙の同日で， 2 回の国民投票
が行われた。 2 回目の第 3 案，第 4 案と 3 回目



























戦術として，第 2 回，第 3 回の国民投票を同日
で実施したものと考えられる。
　また，第 2 回と第 3 回の国民投票の手続きは
踵を接して進められたので，2006年 6 月から












































































（ 2 ） 『人民日報』2003年 3 月14日，『台北週報』2003
年 3 月27日，『台北週報』2003年 5 月29日。
（ 3 ） 『聯合報』2003年 4 月25日，『産経新聞』2003年
4 月28日，『聯合報』2003年 4 月29日，『聯合報』
2003年 4 月30日。
（ 4 ） 『毎日新聞』2003年 4 月21日。
（ 5 ） 『産経新聞』2003年 5 月18日，『読売新聞（東
京版）』2003年 5 月22日。
（ 6 ） 『産経新聞』2003年 4 月 3 日。







































（19） 第 1 案，第 2 案の主文（中文）は，https://web.























1 月 3 日，『自由時報』2007年 1 月 6 日，『聯
合報』2007年 1 月 21日，『自由時報』2007年 1
月25日。
（29） 『自由時報』）2007年 5 月16日，『自由時報』）
2007年 6 月29日，『聯合報』2007年 7 月 3 日。
（30） 第 3 案，第 4 案の主文（中文）は，https://web.
cec.gov.tw/central/cms/p_v_intro の 全 國 性
公民投票案一覽表を参照されたい。
（31） 『台湾週報』2007年 9 月19日，『自由時報』2008
年 1 月 1 日，『台湾週報』2008年 1 月11日。
（32） 中央選挙委員会の公式ホームページ内の















（43） 第 5 案，第 6 案の主文（中文）は，https://web.
cec.gov.tw/central/cms/p_v_intro の 全 國 性
公民投票案一覽表を参照されたい。
（44） 中央選挙委員会の公式ホームページ内の



















　　In Taiwan, there were three referendums from 2004 to 2008 under Chen Shui-bian Government. First 
one was held by article 17 of Taiwan Referendum Act 2003, it says the President can raise a referendum under 
the case of the national crisis by any foreign powers.
　　President Chen Shui-bian set the first referendum of Taiwan to vote together with presidential election. 
Then, in January 2008, second referendum was set with General Election of Legislative Yuan, and last one 
was set with another presidential election in March 2008. Latter two referendums were set through two stage 
national signature campaign requested by the law. Though the multiplex process of referendum, all of those 
were in failure by lower voting rate than 50%, and they were not to express the real public opinion but for 
substitute battle of major political parties at the National Assembly of Taiwan.
Abstract
The process of establishment of the Taiwan Referendum 
Act, and carry out Referendum
YAMAGATA Katsuyoshi
 124
